
 

平成 30 年 3 月 

第 3 期特定健康診査等実施計画とは 

 近年、急速な少子高齢化、経済の低成長への移行、国民生活や意識の変化など、大きな環境変化に直面し、

医療制度を今後も持続していくための構造改革が急務となっています。 

 このような状況に対応するため、健康と長寿を確保しつつ、医療費の伸びの抑制にもつながることから、生

活習慣病を中心とした疾病予防を重視することとし、平成 20 年度から「高齢者の医療の確保に関する法律(昭

和 57 年法律第 80 号)」に基づき、被保険者に対し生活習慣病に関する健康診査及び保健指導を実施するため

に策定された計画であります。このたび、第 2 期特定健康診査等実施計画満了に伴い、平成 30 年度を初年度

とする第 3 期特定健康診査等実施計画を策定します。 

計画期間は、第 2 期計画までは 5 年一期でありましたが、国の医療費適正化計画が 6 年一期に見直された

ことを踏まえ、第 3 期特定健康診査等実施計画からは、平成 30 年度から平成 35 年度までの 6 年間とします。 

 

碧南市国保の現状 

平成 22 年度から国保の被保険者数は年々減少していきています。一方で、医療費は平成 27 年度に大幅に

増加し 50 億円を超えていますが、平成 28 年度には減少しています。ただし、被保険者数が年々減少傾向に

あるにもかかわらず、被保険者の高齢化と相まって、被保険者一人当たりの医療費は増加傾向にあります。 

 

     ＜医療費の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＜被保険者一人当たりの医療費の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碧南市国民健康保険 第 3 期特定健康診査等実施計画【概要版】 

 

出典:碧南の国保 
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特定健康診査 

碧南市の特定健康診査受診率は、国が定める目標値 60％に到達していません。ほぼ横ばいで推移しており、

平成 28 年度においては 42.8％で前年度よりも 0.8 ポイント上昇しています。 

   ＜特定健康診査受診率及び目標値＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年度における有所見者割合では、国や愛知県と比べて、特に「HbA1c」が高くなっています。 

   ＜有所見者割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年度における特定健康診査受診者の質問別回答である喫煙習慣・運動習慣・食習慣・飲酒習慣・生

活習慣のすべての項目で、愛知県よりも生活習慣の改善が必要な人が多い状況です。 

   ＜質問別 回答状況＞ 
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受診率(％)※
特定健康診査受診率 受診率目標値

特定健康診査対象者数、特定健康診査受診者数、特定健康診査受診率は法定報告値。 
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特定保健指導 

 碧南市の特定保健指導実施率は、平成 24 年度の 32.2％をピークに伸び悩んでおり、平成 26 年度には一旦

上昇しているものの、減少傾向にあります。 

   ＜特定保健指導実施率及び目標値＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年度における、特定健康診査受診者のメタボリックシンドローム該当状況は、基準該当者が 1,048

人、予備群該当者が 503 人となっております。愛知県と比べると高い割合となっています。 

   ＜メタボリックシンドローム該当状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年度における、保健指導レベル（積極的支援・動機付け支援）の該当状況は、積極的支援対象者が

139 人、動機付け支援対象者が 421 人となっています。 

   ＜保健指導レベル該当状況＞ 

区分 
特定健康診査 

受診者数 

該当レベル 特定保健指導 

対象者 
情報提供 

積極的支援 動機付け支援 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

碧南市 4,631 139 3.0% 421 9.1% 560 12.1% 4,071 87.9% 

愛知県 444,257 11,137 2.5% 37,296 8.4% 48,433 10.9% 395,824 89.1% 

 

 

 

 

区分 
特定健康診査 

受診者 

該当レベル 

基準該当 予備群該当 非該当 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

碧南市 4,631 1,048 22.6% 503 10.9% 3,080 66.5% 

愛知県 444,257 84,012 18.9% 45,068 10.1% 315,177 70.9% 
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出典:法定報告（平成 28年度） 
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保健事業実施計画 

 医療費データや特定健診診査等の結果から課題を分析し、保健事業を行い、特定健康診査受診率及び特定保

健指導実施率の目標値達成を目指します。なお、保健事業の詳細については第 2 期データヘルス計画にて示し

ています。 

  ＜課題・目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国では、計画期間の最終年度である平成 35 年度までに特定健康診査受診率 60％以上、特定保健指導実施率

60％以上、特定保健指導対象者の減少率 25％以上を達成することとしているため、そのことをベースに各年

度の目標値を設定します。 

  ＜目標値＞ 

区分 
平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

平成 

32 年度 

平成 

33 年度 

平成 

34 年度 

平成 

35 年度 

平成 

35 年度 

(国基準) 

特定健康診査受診率(％) 46.0% 49.0% 52.0% 55.0% 57.0% 60.0% 60%以上 

特定保健指導実施率(％) 22.0% 30.0% 37.0% 45.0% 52.0% 60.0% 60%以上 

特定保健指導対象者の 

減少率(％)※ 

     25.0% 25%以上 

 

 

 

 

 

課題   目標 

課題 ① 

65歳未満の若い世代の特定健康診査受診率が低

く、全年代において、受診率の伸びが少ないた

め、さらに受診率をあげるための対策が必要。 

特定健康診査未受診者の生活習慣病医療費が高

いため、早期発見･治療につなげるためにも健

診受診の必要がある。 

→ 特定健康診査受診率向上 

課題 ② 

｢HbA1c｣の有所見者が多いため、今後も糖尿病

患者の増加が見込まれる。糖尿病予備群からの

食事･生活指導をする必要がある。 

→ 糖尿病対策 

課題 ③ 
特定健康診査受診者の質問票から、生活習慣改

善の意識の低さがうかがえる。 
→ 生活習慣の改善の意識向上 

課題 ④ 

特定保健指導の実施率は、近年伸び悩んでい

る。従来の実施方法を見直して、実施率を伸ば

していく必要がある。 

→ 特定保健指導の拡大 
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